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《調査結果の概要》 調査日：5月31日～6月1日（前回調査日は5月21日～25日）
・ 調査地点の表層水温は１３．０～１５．０℃（前回11.0～14.0℃）､１０ｍ水温は１１．３～１２．５℃（前回11.5～12.2℃）｡
・ 県北部地区の唐桑は、大型（付着期）幼生が８１～１２１個（前回30～108個）、中小型幼生が１６１～５１１個（前回

158～714個）と前回と同じくらい多い。
気仙沼湾口の大島～岩井崎は、大型幼生が３０～８１個（前回4～30個）、中小型幼生が３～１６１個（前回1～20個）

と前回より増加｡
小泉湾の本吉蔵内は、大型幼生が１３３個（前回36個）、中小型幼生が４０９個（前回717個）と大型幼生が増加。
試験採苗器へのホタテ稚貝の付着は、唐桑で１，９０４～６，８９６個（5/22～6/1）、岩井崎で７４４個（5/25～6/1）、

本吉蔵内で４，５７６個（5/22～6/1）と、前回（唐桑383～560個、岩井崎954個、本吉蔵内441個）より増加傾向。
・ 県中部地区の出島では、大型幼生が１６２個（前回27個）、中小型幼生が３７８個（前回182個）と前回より増加。

また、試験採苗器へのホタテ稚貝の付着は出島で２，０５０個（5/25～6/1）、寺間で８６０個（5/25～6/1）、大指で
360個（5/22～31）と前回（出島522個、寺間338個、大指831個）より増加傾向。
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表 浮遊幼生調査結果
ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ他

250ﾐｸﾛﾝ以下 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ3 （投入日-回収日）

唐桑砂子浜（岸側） (６／１) 15.0/11.3 511 121 213 6,896   （5/22-6/1）

唐桑砂子浜（沖側） (６／１) 14.8/11.4 161 81 46 1,904   （5/22-6/1）

岩井崎               (６／１) 14.6/12.3 3 30 31 744    （5/25-6/1）

大前見（大島）      (６／１) 13.9/12.4 91 51 101

阿沼（大島）         (６／１) 13.9/11.9 3 23 15

本吉蔵内            (６／１) 13.3/12.5 409 133 502 4,576   （5/22-6/1）

出島（女川）         (６／１) 13.5 /  - 378 162 34 2,050   （5/25-6/1）

寺間（女川）         (６／１) 13.0 /  - - - - 860    （5/22-6/1）

大指（十三浜）      (５／３１) 13.0 /  - - - - 360    （5/22-31）

「-」は欠測

調査海域 （調査月日）
水温（℃）

表層／１０ｍ

ホタテガイ浮遊幼生数　個体/ｍ3 試験採苗器への
ホタテ付着稚貝数(個体／袋)


